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遊
撃
手
田
邊
、
守
備
の
安
定
感
抜
群
。
今
年

夏
の
甲
子
園
を
沸
か
せ
た
北
海
高
校
出
身
。 

先
発
伊
藤
は
要
所
を
締
め
る
投
球
。
ヒ
ッ
ト
は

6
本
打
た
れ
た
が
失
点
し
た
の
は
長
打
と
犠
飛

が
絡
ん
だ
3
回
だ
け
。
場
面
を
見
極
め
た
緩
急

を
使
っ
た
投
球
で
相
手
打
線
を
翻
弄
し
た
。 

中
盤
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
わ
れ
て
い
る
と
感
じ

た
伊
藤
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
と
ス
ラ
イ
ダ
ー
主
体
に

変
更
。
組
立
を
変
え
た
終
盤
5
回
以
降
は
無
安

打
に
抑
え
、
初
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。 

 

四
球
と
失
策
で
出
た
ラ
ン
ナ
ー
を 

4
番
草
野
が
き
っ
ち
り
返
し
、
一
点

を
先
制
。
続
く
5
番
川
田
が
セ
ン

タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
繋
ぎ
、
6
番
小
美

濃
が
満
塁
の
場
面
で
死
球
。
初
回
に

2
点
を
先
制
し
、
伊
藤
を
援
護
し
た
。 

草野 
ラ
イ
ト
オ
ー
バ
ー
の
二
点
タ
イ
ム
リ
ー

を
放
つ
（伊
藤
） 

セ
ン
タ
ー
前
タ
イ
ム
リ
ー
で
追
加
点 

（前
島
） 

一
生
懸
命
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
を
務
め
た
（佐
藤
俊
） 

子
供
同
士
の
新
た
な
交
流
も
。 

■試合結果
対 根津鋼材
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先
制
点
、
中
押
し
、
ダ
メ
押
し
と
理
想
の
試
合
展

開
で
快
勝
し
た
。
大
応
援
団
の
後
押
し
も
有
り
、

雰
囲
気
の
い
い
中
で
初
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

投
手
を
中
心
と
し
た
今
年
の
チ
ー
ム
は
守
備
も

堅
く
、
こ
こ
ま
で
2
失
策
の
み
。
今
日
の
準
決
勝

は
無
失
策
だ
っ
た
。
打
線
も
好
調
で
決
勝
は
こ
こ

ま
で
二
回
の
優
勝
を
経
験
を
し
て
い
る
入
船
鋼

材
殿
。
大
会
屈
指
の
強
豪
チ
ー
ム
に
全
力
で
ぶ
つ

か
る
。
応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（前
島
） 

 

▲関東を中心に大応援団が選手を後押しした。 

◆その他の試合結果
準決勝
入船鋼材 古賀オール9-6
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先
発
大
野
が
投
打

に
活
躍
。
根
津
鋼

材
初
優
勝
の
立
役

者
と
な
っ
た
。
投

げ
て
は
立
ち
上
が

り
に
四
球
が
絡
み

失
点
を
許
し
た
が

そ
の
後
は
危
な
げ

な
く
ア
ウ
ト
を
積

み
重
ね
7
奪
三
振

と
抜
群
の
内
容
。

打
っ
て
は
6
回
、

一
死
一
塁
か
ら
ダ

メ
押
し
と
な
る
自

身
第
一
号
の
ツ
ー

ラ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

放
っ
た
。 

伊
藤
へ
の
交
代
を
打
診
し
た
が
志
願
の
完

投
。
「３
点
差
が
あ
れ
ば
逆
転
さ
れ
る
事

は
無
い
」と
自
信
の
投
球
で
優
勝
経
験
2

回
の
強
豪
入
船
打
線
を
2
失
点
に
抑
え
、

優
勝
旗
を
手
に
し
た
。 

 

表
彰
選
手
は
自
チ
ー
ム
推
薦
で
決
め
ら
れ
る
。

チ
ー
ム
の
全
員
の
推
薦
で
大
野
が
最
高
殊
勲
選

手
賞
に
輝
い
た
。 

林
の
同
点
打
の
後
、
続
く
二
番
田

邊
の
場
面
。
2
ボ
ー
ル
と
な
っ
た

時
に
相
手
の
先
発
投
手
が
肘
の
不

調
で
急
遽
降
板
。
勝
機
と
見
た
ベ

ン
チ
は
田
邊
と
三
塁
ラ
ン
ナ
ー
大

野
、
二
塁
ラ
ン
ナ
ー
林
を
呼
び
、

大
博
打
を
や
る
か
相
談
。
結
果
ワ

ン
ス
ト
ラ
イ
ク
後
に
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド

ラ
ン
す
る
事
を
決
め
た
。
空
振
り

の
場
合
は
本
塁
で
憤
死
と
な
る

ギ
ャ
ン
ブ
ル
（硬
式
野
球
で
い
う
ス

ク
イ
ズ
）だ
っ
た
が
田
邊
が
見
事
に

三
塁
へ
ゴ
ロ
を
転
が
し
大
野
が
生

還
し
逆
転
に
成
功
。
慌
て
た
三
塁

手
の
一
塁
送
球
が
暴
投
に
な
り
、

更
に
追
加
点
を
上
げ
た
。→

 

 

林 大野 田邊 

一
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
の
5
回
。
ラ
ン
ナ
ー
一
、

二
塁
か
ら
一
番
林
が
何
と
清
水
球
場
の

ラ
イ
ト
（恐
ら
く
百
ｍ
位
）の
フ
ェ
ン
ス
を
ワ

ン
バ
ウ
ン
ド
で
超
す
エ
ン
タ
イ
ト
ル
ツ
ー

ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
同
点
と
し
た
。↓ 

■試合結果
対 入船鋼材
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須賀川大橋7

2 小美濃 八潮

1 大野 浦安

4 小浜 須賀川

5 根津 浦安

3 伊藤 浦安

7 川田 須賀川

蓼科上原9

2 前島 八潮

9 草野 須賀川

8 林 浦安

6 田邊 相模原

三塁打
守位置 選手 所属

投手 大野

捕手 前島-小美濃

本塁打 大野

根津鋼材春
先
の
福
島
で
の
初
練
習
か
ら
雰
囲
気
の
違
い
を
紙
面
に
も

取
り
上
げ
た
が
優
勝
と
い
う
形
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。 

チ
ー
ム
の
構
成
上
、
中
々
集
ま
れ
な
い
中
、
大
会
中
に
チ
ー
ム

と
し
て
の
纏
り
と
戦
力
が
整
っ
て
い
っ
た
。
試
合
に
出
ら
れ
な
い

仲
間
も
声
を
出
し
て
一
生
懸
命
チ
ー
ム
を
支
え
、
50
期
開
始

早
々
に
会
社
に
明
る
い
話
題
を
提
供
す
る
事
が
出
来
た
事
は

嬉
し
い
。
そ
し
て
選
手
に
と
っ
て
も
決
勝
ま
で
の
戦
い
方
、
優
勝

す
る
為
に
最
善
を
尽
く
す
事
、
優
勝
す
る
楽
し
さ
を
経
験
し

た
事
は
計
り
知
れ
ず
大
き
い
。
創
部
5
年
目
、
最
高
の
結
果
と

共
に
新
た
な
根
津
鋼
材
野
球
部
の
伝
統
が
始
ま
っ
た
。 

 

野球部への応援有難うございました。 
皆様の声援が後押しし、優勝という最高の結果に
なりました。二連覇を目指し頑張りますので引続き
応援宜しくお願い致します。   野球部一同 
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全員でナンバーワン！！ 


